






















































                 定 点                移 動  
 
出現型 『ちへいせんのみえるところ』(1978) 
直接対面型                          『ごろごろにゃーん』（1976） 
        変化型 『へんてこへんてこ』（1988） 
        出現型 『つきよのかいじゅう』（1990）          
誘 導 型                                                       『キャベツくん』(1980) 





































































は スーッと、もとに もどって しまうんだ。」と
読者に尋ねたり、語りかけたりするような口調に変
わる。第 3・4 画面は、「イヌが やってきた。そう




いき なのかなあ」、第 7 画面では「よせばいいのに」
と絵本側がつぶやいているようなことばになる。そ
の後、第 8 画面から第 16 画面までは「で・ある」調
で統一されているが、終盤の第 12 画面では「くしゃ


















































































































長新太／作 教育画劇 1986 年 
 
また、第 1 画面では、表紙よりも視点が少し左に






































































































9 画面「もぐりました」、第 12 画面「ほうせきのよ
うです」の部分は絵が右ぺージのみに描かれ、左ペー
ジにはことばのみが書かれている。ページのめくり





























































































































（2014 年 10 月 18 日、於：京都女子大学）での研究
発表「長新太作品にみる読者との関係性―水平構図
作品を中心に―」、および「日本児童文学学会第 54







学人間科学部、2003 年、pp. 60-61 
2）吉野裕子（1982）『日本人の死生観 蛇 転生する
祖先神』河出書房新社、2015 年、p.194 (1982 年の
講談社現代新書としての刊行が初出） 
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